
　
県
へ
要
望

　
十
一
月
二
日
長
崎
県
庁
に
て
、

中
小
建
設
業
協
会
と
共
に
「
中

小
建
設
業
者
・
職
人
の
仕
事
と

暮
ら
し
の
改
善
」
に
関
す
る
要

望
書
を
提
出
。

　
組
合
・
協
会
か
ら
佐
藤
委
員

長
、
北
村
協
会
長
他
十
二
名
、

長
崎
県
か
ら
は
馬
場
副
知
事
他

九
名
が
出
席
。
饗
庭
県
議
に
も

同
席
い
た
だ
い
た
。

　
北
村
協
会
長
か
ら
馬
場
副
知

事
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
佐
藤

委
員
長
が
要
望
内
容
の
趣
旨
を

説
明
。
建
設
現
場
で
働
く
中
小

建
設
事
業
者
へ
の
配
慮
を
求
め

た
。

　
要
望
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
の

は
①
中
小
建
設
業
者
へ
の
工
事

発
注
に
関
す
る
要
請
②
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
に
見
合
う
賃

金
の
支
払
い
に
関
す
る
要
請
③

工
事
発
注
に
お
け
る
適
正
単
価

の
設
定
に
関
す
る
要
請
④
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成
の
要
請

の
四
項
目
。

　
①
の
要
請
に
つ
い
て
、
中
小

建
設
事
業
者
が
少
し
で
も
工
事

が
受
注
で
き
る
よ
う
、
ま
た
年

間
を
通
じ
た
工
事
量
の
安
定
に

よ
る
技
能
者
の
処
遇
改
善
等
を

進
め
る
た
め
分
離
・
分
割
方
式

で
の
発
注
や
施
工
時
期
の
平
準

化
、
適
正
な
工
期
の
設
定
な
ど

を
求
め
た
。

　
②
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
主

要
十
二
業
種
平
均
単
価
が
長
崎

県
で
七
一・
二
％
増
加
し
て
い

る
が
、
我
々
技
能
労
働
者
の
賃

金
は
十
％
程
度
し
か
上
が
っ
て

い
な
い
実
情
を
訴
え
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
求
め
た
。
併
せ

て
標
準
見
積
書
に
内
訳
明
示
し

た
法
定
福
利
費
等
の
必
要
経
費

が
適
切
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
、

元
請
業
者
に
指
導
す
る
よ
う
求

め
た
。

　
③
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
現

場
で
働
く
技
能
労
働
者
の
手
取

り
賃
金
額
の
引
き
上
げ
が
必
要

と
し
て
、
最
低
制
限
価
格
の
更

な
る
引
き
上
げ
や
小
規
模
工
事

に
お
け
る
単
価
の
割
増

し
な
ど
、
適
正
単
価
で

の
発
注
を
求
め
た
。

　
④
の
要
請
に
関
し
て

は
、
景
気
浮
揚
策
と
し

て
経
済
波
及
効
果
や
雇

用
創
出
に
大
き
く
貢
献

す
る
と
し
て
、「
親
子

で
ス
マ
イ
ル
住
宅
支
援

事
業
」
や
「
長
崎
県
耐

震
・
安
心
住
ま
い
づ
く

り
支
援
事
業
」
の
県
下

一
円
へ
の
浸
透
と
関
係
予
算
の

拡
充
を
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
馬
場
副
知
事
は

「
担
い
手
不
足
や
資
材
価
格
の

高
騰
な
ど
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
が
、
建
設
業
は
地
域
の
守

り
手
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

産
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

県
と
し
て
も
予
算
を
確
保
し
、

皆
様
が
活
躍
し
や
す
い
制
度
や

政
策
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
」
と
し
た
上
で
、
分
離
・
分

割
発
注
に
関
し
て
は
、
可
能
な

限
り
取
り
組
む
と
し
、「
施
工

時
期
の
平
準
化
や
適
正
な
工
期

の
設
定
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
述
べ
ら
れ
、
適
切

な
賃
金
の
支
払
い
で
は
、「
現

場
ま
で
行
き
わ
た
る
こ
と
が
大

事
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
不
適

切
な
事
例
等
が
あ
れ
ば
相
談
い

た
だ
き
た
い
」
と
回
答
。

　
ま
た
、
適
正
単
価
の
設
定
で

は
、「
最
低
制
限
価
格
の
引
き

上
げ
や
小
規
模
の
建
築
工
事
で

は
設
計
単
価
の
割
増
し
な
ど

行
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に
関
し

て
は
、「
市
町
の
取
り
組
み
が

拡
充
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」
と
回
答
。

　
そ
の
後
の
意
見
交

換
で
は
、
深
刻
な
人

手
不
足
の
状
況
を
説

明
。
こ
れ
に
対
し
馬

場
副
知
事
は
「
後
継

者
の
育
成
に
向
け
た

取
り
組
み
が
必
要
と

感
じ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
長
崎
市
へ
要
望

　
十
一
月
十
三
日
、
中
小
建
設

業
協
会
と
共
に
長
崎
市
に
対
し

「
中
小
建
設
業
者
・
職
人
の
仕

事
と
暮
ら
し
の
改
善
に
関
す
る

要
望
」
を
提
出
。
内
容
は
①
中

小
建
設
業
者
へ
の
工
事
発
注
②

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
に
見

合
う
賃
金
の
支
払
い
③
工
事
発

注
に
お
け
る
適
正
単
価
の
設
定

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
助
成

の
四
項
目
。

　
市
か
ら
は
鈴
木
市
長
他
六
名
、

組
合
・
協
会
か
ら
佐
藤
委
員
長
、

北
村
協
会
長
他
十
名
と
野
口
市

議
、
池
田
市
議
に
同
席
い
た
だ

い
た
。

　
北
村
協
会
長
が
市
長
に
要
望

書
を
手
渡
し
、
佐
藤
委
員
長
が

要
望
主
旨
を
説
明
。
建
設
現
場

で
働
く
中
小
建
設
事
業
者
へ
の

配
慮
を
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
市
長

は
、「
建
設
労
働
者

の
高
齢
化
な
ど
担
い

手
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
お
り
、
建
設

業
に
お
け
る
働
き
改

革
の
推
進
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

持
続
的
な
担
い
手
確
保
や
就
労

環
境
の
改
善
に
事
業
者
の
皆
様

と
と
も
に
オ
ー
ル
長
崎
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　
そ
の
後
、
担
当
部
長
か
ら
要

望
に
対
す
る
回
答
が
あ
り
、
工

事
発
注
に
つ
い
て
は
、「
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
分
離
発
注

を
行
う
な
ど
地
元
業
者
へ
の
受

注
機
会
の
確
保
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
建
設
業
の
労
働
環

境
改
善
を
図
り
、
働
き
方
改
革

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
し
、

労
務
単
価
に
つ
い
て
は
、「
国

の
動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
適

正
な
単
価
及
び
最
低
制
限
価
格

の
設
定
に
努
め
て
い
き
た
い
」

ま
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に

対
し
て
は
「
市
民
の
安
全
安
心

と
居
住
環
境
の
向
上
に
繋
が
る

よ
う
適
宜
見
直
し
も
行
い
な
が

ら
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
検
討

し
た
い
」
と
回
答
。

　
ま
た
、
同
席
の
野
口
市
議
、

池
田
市
議
か
ら
も
、
建
設
業
界

の
窮
状
を
説
明
し
、
施
策
の
充

実
と
要
望
項
目
の
実
現
を
強
く

求
め
て
い
た
だ
い
た
。

地
元
国
会
議
員
要
請

　
日
比
谷
公
園
で
の
予
算
要
求

中
央
総
決
起
大
会
開
催
に
先
立

ち
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に

対
し
て
要
請
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
建
設
業
従
事
者
が
直
面
す
る

厳
し
い
状
況
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
建
設
国
保
の
育
成
強
化
と

国
保
組
合
へ
の
国
庫
補
助
の
現

行
水
準
確
保
に
向
け
て
の
支
援

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
要
請
先
】

（
衆
議
院
議
員
）

西
岡
秀
子
氏
・
山
田
勝
彦
氏

谷
川
弥
一
氏
・
加
藤
竜
祥
氏

金
子
容
三
氏

（
参
議
院
議
員
）

山
本
啓
介
氏
・
古
賀
友
一
郎
氏

～
冷
雨
の
中
、全
国
の
仲
間
と
要
求
実
現
へ
決
起
～

　

十
一
月
十
七
日
、「
物
価
高

騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

れ
！
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
東
京
、
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
に
は
冷
た
い
雨
の
降
る

な
か
全
国
四
十
四
県
連
・
組
合

か
ら
一
八
四
四
名
の
仲
間
が
集

結
。
建
設
長
崎
か
ら
も
佐
藤
執

行
委
員
長
他
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
中
西
孝
司
執
行
委
員
長

は
、「
物
価
高
騰
で
実
質
賃
金

は
十
八
カ
月
連
続
で
減
少
と
な

り
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
国
民
生
活
を
守
る
施

策
が
必
要
不
可
欠
だ
」
と
強
調
。

「
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
、

担
い
手
確
保
を
は
か
る
た
め
、

持
続
可
能
な
建
設
産
業
の
実
現

に
向
け
た
一
〇
〇
万
人
国
会
請

願
署
名
に
全
力
で
取
り
組
も

う
」
と
全
国
の
仲
間
に
訴
え
ま

し
た
。

　
続
い
て
基
調
報
告
で
勝
野
圭

司
書
記
長
は
、「
保
険
証
の
交

付
存
続
を
求
め
る
と
と
も
に
、

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
、
現

行
補
助
水
準
の
確
保
の
取
り
組

み
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
で
は
、「
物
価
高

を
踏
ま
え
た
賃
金
・
単
価
の
引

き
上
げ
、
建
設
業
の
担
い
手
確

保
・
育
成
に
向
け
た
労
働
環
境

の
改
善
、
私
た
ち
の
「
命
の

綱
」
で
あ
る
建
設
国
保
へ
の
補

助
金
確
保
や
保
険
証
交
付
の
存

続
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
の
決
議

案
が
大
き
な
拍
手
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
全
国
の
代
表

団
に
よ
る
厚
労
省
、
国
土
交
通

省
、
財
務
省
へ
の
要
請
行
動
も

実
施
、
大
会
後
に
は
デ
モ
行
進

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

11/17

中
小
建
設
業
者
・
職
人
の

切
迫
し
た
実
情
を
訴
え
、

仕
事
と
暮
ら
し
・
待
遇
改
善
の
実
現
を
求
め
る
県要請
11月 2 日
市要請
11月13日

日比谷公園大音楽堂会場の様子

プラカードを掲げる参加者

県へ要請を行う北村協会長・佐藤委員長他

副知事に要望書を手渡す北村協会長

市長へ要望書を手渡す北村協会長

西岡秀子議員秘書へ要望書を手渡し
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雨
の
予
報
も
何
の
そ
の
、 

　
　
包
丁
二
〇
二
本
研
ぎ
あ
げ
る
‼

　
浦
上
東
支
部
で
は
、
十
一
月

五
日
㈰
に
住
宅
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
天
気
予
報
で
は
雨
の
予
報
も

あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
、

気
温
と
も
に
す
ご
し
や
す
く
、

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
予
定
時
間
よ
り
も
早
く
集
合

し
て
い
る
組
合
員
さ
ん
も
多
く
、

到
着
し
た
方
か
ら
す
ぐ
さ
ま
準

備
に
取
り
か
か
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
に
迷
い
は
な

く
、
そ
の
姿
か
ら
は
四
年
の
ブ

ラ
ン
ク
を
ま
っ
た
く
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
準
備
が
整
う
と
、
一
息
つ
く

間
も
な
く
受
付
を
開
始
。
定
刻

よ
り
も
早
く
か
ら

並
ば
れ
て
い
た
方

も
お
り
、
包
丁
が

ど
ん
ど
ん
研
ぎ
手

の
も
と
へ
運
ば
れ

て
い
き
ま
す
。
一

時
は
午
前
中
に
仕

上
げ
き
れ
る
か
不

安
に
な
る
ほ
ど
の

数
が
集
ま
り
ま
し

た
が
、
研
ぎ
機
を

使
う
方
、
素
手
で

仕
上
げ
を
す
る
方
、

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
錆
を
落
と

す
方
、
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
手
際
よ
く
こ
な
し
、
総

数
二
〇
二
本
の
包
丁
を
無
事
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
組
合
員
さ
ん
、
職
員
共
に
浦

上
東
支
部
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
を
感
じ
ら
れ
た
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

朝
早
く
か
ら
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

田
崎　

順
一	

野
口　

耕
平

深
井　

伸
也	

増
田　

啓
治

藤
田　
　

登	

田
島　

浩
文

森　
　

政
一	

大
原　

和
夫

濱
﨑　

豊
己	

佐
野　

勝
美

池
田　

光
博	

平
田　

太
郎

金
子　

嘉
和	

田
川　

和
博

渡
部　

政
徳	

桜
田　

純
兵

森　
　

節
子	

杉
山　

廣
子

増
田
仁
智
子	

濱
﨑
亜
紀
子

佐
藤
委
員
長	

野
口
市
議

�

町
内
文
化
祭
と
共
に
賑
わ
っ
た
包
丁
研
ぎ

　
十
一
月
十
二
日
㈰
、
鹿
町
分

会
を
中
心
と
し
た
住
宅
デ
ー
を

鹿
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
実
施
し
、
組
合
員
さ
ん
、

主
婦
会
を
あ
わ
せ
て
十
三
名
の

方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　
鹿
町
分
会
住
宅

デ
ー
は
、
町
の
文

化
祭
に
あ
わ
せ
て

行
う
為
、
毎
年
多

く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
回
包
丁
研
ぎ
を

行
っ
て
い
る
為
、

地
域
の
方
々
に
も

根
付
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

当
日
は
と
て
も
肌

寒
い
中
、
五
十
八

名
の
来
場
者
が
あ
り
、
百
四
十

一
本
の
包
丁
を
研
ぎ
上
げ
ま
し

た
。

　

組
合
員
さ
ん
、
主
婦
会
の

方
々
に
は
朝
早
く
か
ら
ご
協
力

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

�

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

福
田　

敏
幸	

近
藤　

力
也

坂
中　

善
男	

萩
原　

正
清

田
中　

祐
二	

出
口　

仁
美

前
田　

修
一	

田
中　

誠
次

和
田　

茂
史	

筒
井　

健
二

野
中　

裕
生	

村
雲　

泰
澄

前
田
み
ど
り

浦
上
東
支
部

北
松
支
部
鹿
町
分
会

第
二
回
幹
事
会
兼
交
流
会 

数
十
年
ぶ
り
県
北
地
区 

　
　
　
　
佐
世
保
市
内
で
の
開
催

　

本
部
青
年
部
は
、
十
一
月

十
一
日
㈯
に
令
和
五
年
度
第
二

回
幹
事
会
兼
交
流
会
を
総
勢

二
十
六
名
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
ま
で
幹
事
会
等
の
会
場
は

長
崎
市
・
大
村
市
が
主
だ
っ
た

の
で
す
が
今
回
は
数
十
年
ぶ
り

に
佐
世
保
市
「
居
酒
屋
・
禄
」

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
方
山
部
長
の
開
会
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
佐
藤
執
行
委
員
長
に

も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
松
浦
事
務
局
次
長

よ
り
各
議
題
の
終
了
後
、
交
流

会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
瀬
尾
副
部
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま
っ
た
交
流
会
は
、

序
盤
は
各
々
の
席
に
て
話
が
弾

み
徐
々
に
お
酒
も
入
り
グ
ラ
ス

片
手
に
他
の
テ
ー
ブ
ル
へ
行
っ

た
り
来
た
り
で
気
づ
く
と
交
流

会
終
了
の
時
刻
が
す
ぐ
に
や
っ

て
き
ま
し
た
、
皆
さ
ん
時
間
を

忘
れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
副
島
事
務
局
長
の

「
一
本
締
め
」
に
て
終
了
し
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
本

部
青
年
部
幹
事
の
皆
様
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

（
平
戸
支
部　
松
本
）

本部
青年部 労

働
安
全
推
進
大
会 

　
記
念
講
演
「
木
造
住
宅
建
築
工
事
に
お
け
る�

�

安
全
対
策
に
つ
い
て
」

　
十
一
月
八
日
㈬
、
午
後
七
時

よ
り
、
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
に
て
、

長
崎
・
県
央
地
区
の
労
働
安
全

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
県
北
地
区
と
長

崎
・
県
央
地
区
と
隔
年
で
実
施

す
る
大
会
で
す
。
昨
年
の
県
北

地
区
大
会
に
次
ぎ
、
当
地
区
で

は
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
大
会
は
坂
口
副
委
員
長
の
開

会
挨
拶
、
労
災
事
故
被
災
者
の

方
々
へ
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
佐

藤
委
員
長
の
代
表
挨
拶
。

　
続
い
て
長
崎
労
働
基
準
局
の

健
康
安
全
課
長 

俵
さ
ん
よ
り
、

「
木
造
住
宅
建
築
工
事
に
お
け

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
労
働
災
害
の
現
状
や
、
災
害

事
例
と
そ
の
予
防
・
防
止
策
な

ど
、
具
体
的
な
内
容
も
盛
り
込

ま
れ
た
講
演
を
い
た
だ
き
、
安

全
意
識
の
向
上
に
大
変
役
立
ち

ま
し
た
。
そ
の
後
は
労
働
安
全

功
労
表
彰
を
行
い
、
各
支
部
の

推
薦
者
計
九
名
に
佐
藤
委
員
長

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
小
宮
支
部
長
（
市
南

支
部
）
が
安
全
の
誓
い
を
宣
言
、

採
択
さ
れ
、
木
下
副
委
員
長
の

挨
拶
を
も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

〔
労
働
安
全
功
労
賞
　
受
賞
者
〕

�

（
敬
称
略
）

（
商
号
）	

（
代
表
者
名
）

	

（
支
部
）

木
之
田
建
設	

木
之
田
亮
二

	

（
島
原
支
部
）

福
本
建
築	

福
本　
浩
美

	
（
大
村
支
部
）

㈲
野
口
建
設	
野
口　
和
之

	
（
諫
早
支
部
）

㈲
吉
田
総
業	

吉
田　
　
等

	

（
西
彼
支
部
）

生
田
建
設	

生
田
与
志
久

	

（
浦
上
東
支
部
）

や
ま
た
つ
建
設
㈱	

山
口　
達
也

	

（
浦
上
西
支
部
）

雄
建
設
㈱	

里　
雄
二
郎

	

（
東
長
崎
支
部
）

山
口
建
築	

山
口　
　
功

	

（
市
南
支
部
）

テ
ク
ノ
ワ
ー
ブ
ル
㈱	

古
里　
一
紀

	

（
中
央
大
浦
支
部
）

秋
空
の
下
、
四
年
ぶ
り
の
開
催

　
市
南
支
部
で
は
十
一
月
五
日

㈰
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン
江
川
店

前
広
場
に
て
住
宅
デ
ー
（
包
丁

研
ぎ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
約
四
年
ぶ

り
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
案

内
は
店
舗
に
チ
ラ
シ
掲
示
の
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
だ
し
こ
そ
来
場
者
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
お
声
か
け
を

し
て
い
る
と
、「
今
か
ら
持
っ

て
く
る
け
ん
、
何
時
ま
で
に

持
っ
て
く
れ
ば
よ
か
？
」
な
ど

と
徐
々
に
包
丁
の
数
も
増
え
て

い
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
前
回

を
超
え
る
、
来
場
者
三
十
七
名
、

包
丁
百
七
本
、
ハ
サ
ミ
一
本
を

研
ぎ
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
の
積
み
込
み
、
会

場
設
営
、
ま
た
、
お
忙
し
い
中

に
も
関
わ
ら
ず
参
加
頂
き
ま
し

た
組
合
員
・
主
婦
会
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

小
宮　

清
治

中
島　

善
明

山
下　

洋
二

松
本　

富
安

髙
平　

増
男

酒
井　

道
男

西
村　

源
弥

福
島
眞
知
子

山
﨑　

昌
晴

山
下　

和
哉

中
島　

直
人

荒
木　

貞
徳

山
下　

俊
之

三
村　

義
光

桑
原　
　

一

西
平
書
記
長

�

四
年
ぶ
り
‼

　

丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
る
‼

　
十
月
二
十
二
日
㈰
東
長
崎
支

部
で
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
四

年
ぶ
り
と
な
る
住
宅
デ
ー
を

「
田
の
浦
中
央
公
民
館
」
で
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
秋
晴
れ

の
天
気
に
恵
ま
れ
、
近
く
の
学

校
で
は
運
動
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る
様
で
し
た
。

　
朝
九
時
か
ら
受
付
を
行
い
お

昼
の
正
午
ま
で
、
近
隣
住
民
の

方
が
お
持
ち
に
な
ら
れ
た
包
丁

を
丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
ま
し
た
。

中
に
は
錆
び
だ
ら
け
の
包
丁
も

あ
り
荒
研
ぎ
と
仕
上
げ
研
ぎ
の

分
担
作
業
で
問
題
な
く
研
ぎ
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
柄
の
取
り

換
え
依
頼
も
あ
り
、
指
物
大
工

の
組
合
員
さ
ん
が
、
柄
の
作
成

か
ら
取
り
付
け
ま
で
素
早
く
対

応
を
さ
れ
、
全
体
六
十
四
本
の

包
丁
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

　
東
長
崎
支
部
の
住
宅
デ
ー
は
、

古
賀
地
区
、
戸
石
地
区
な
ど
支

部
の
管
内
を
ま
ん
べ
ん
な
く
回

り
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
同
じ
場
所
で
の
開
催
で
あ

れ
ば
多
く
の
方
に
お
越
し
頂
け

る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
今
回

は
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
来
場
者

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

次
年
度
の
開
催
時
に
は
案
内
の

方
法
を
十
分
に
考
え
、
多
く
の

方
に
来
場
頂
け
る
よ
う
に
検
討

が
必
要
で
は
と
反
省
も
含
め
怪

我
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

里　
　

澄
宏

本
田　
　

勇

藤
本　

稔
美

里　

雄
二
郎

兼
子
健
一
郎

池
本　

正
子

佐
藤
委
員
長

若
杉
書
記
次
長

山
村　

篤
司

尾
上　

正
範

牧
島　
　

貢

寺
田　

政
徳

永
田　

義
純

井
手
ふ
じ
子

大
賀
執
行
委
員

支
部
だ
よ
り 

～
秋
の
住
宅
デ
ー
～

市
南
支
部

東
長
崎
支
部

労働安全功労表彰者

方山部長あいさつ
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　全身の健康は歯の健康から
無料 　歯科健診を受けましょう‼
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対象者 　40歳以上（特定健診対象者）　　　　　 受診期間 　令和５年６月～令和６年３月

長崎県の歯科医療機関で、口腔内検査・口腔衛生指導を基本とした口腔内に関わる健診を無料で受診できます
　歯は食べ物を身体に取り入れ、栄養とする為に大切な役割を担っています。口腔内環境の悪化によって大切な歯を失ってしまうと、毎日の食事が
美味しくなくなってしまうほか、最近の研究では歯周病が重篤な全身疾患を引き起こす原因となることも明らかになっています。この機会にぜひ受
診しましょう。

記入例

ご希望の歯科医院を選び、健診の電話予約をしてください。
・令和６年３月31日迄の期間で予約してください。
・予約なしでは受診できませんのでご注意ください。

予約を入れた歯科医療機関に下記２点を持参し、受診してく
ださい。
◎令和５年度歯科健診受診券
◎保険証

受診（手続き方法）の流れ

⬇

STEP

1

STEP

2

歯科健診受診券は今年 ３月
にお送りした『特定健診の
ご案内』（Ａ 4サイズの緑の
封筒）に同封しております。

※紫色の小さい用紙をご確
認ください！

国
保
だ
よ
り

業
務
上
の
事
故
は

労
災
保
険
で

仕
事
中
（
通
勤
途
中

も
含
む
）
の
ケ
ガ
や

病
気
の
場
合

　
仕
事
中
の
ケ
ガ
、
仕
事
が
原

因
で
起
き
た
病
気
、
仕
事
の
行

き
帰
り
の
事
故
は
、
労
災
保
険

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
）

で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
労
災
保
険
で

は
、
治
療
費
の
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
労
災
保
険
に
未

加
入
の
場
合
は
、
治
療
費
の
全

額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
万
が
一
の
事
故
に

備
え
、
労
災
保
険
に
加
入
し
て

下
さ
い
。

交
通
事
故
、
暴
力
行

為
等
に
あ
っ
た
ら
連

絡
を

　
交
通
事
故
や
け
ん
か
、
飼
い

主
の
い
る
犬
や
猫
等
に
咬
ま
れ

た
な
ど
第
三
者
に
よ
っ
て
受
け

た
傷
病
の
場
合
、
そ
の
治
療
に

つ
い
て
は
第
三
者
が
負
担
す
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
保
険
証
を

使
用
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
建
国
保
へ
所
定

の
届
出
を
行
う
こ
と
で
一
時
的

に
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
交
通
事
故
や
け
ん
か
、
飼
い

主
の
い
る
犬
や
猫
等
に
咬
ま
れ

た
場
合
な
ど
、
第
三
者
傷
害
に

あ
っ
た
時
は
す
ぐ
に
所
属
支
部
、

ま
た
は
長
建
国
保
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
届
出
に
よ
り
保
険
証
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
た
治
療
費
に
つ

い
て
は
、
一
旦
、
長
建
国
保
が

七
割
（
ま
た
は
八
割
）
を
医
療

機
関
に
支
払
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
加
害
者
に
代
わ
り
立
て
替
え

て
支
払
う
と
い
う
だ
け
で
、
後

日
加
害
者
へ
請
求
し
、
長
建
国

保
へ
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
尚
、
届
出
や
連
絡
が
な
い
場

合
、
国
民
健
康
保
険
法
の
保
険

給
付
制
限
規
定
に
よ
り
、
医
療

費
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
に
つ

い
て
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
交
通
事
故
時
の
届
出
書
類

○
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

○
事
故
発
生
状
況
報
告
書

○
同
意
書

○
交
通
事
故
証
明
書

▼
交
通
事
故
以
外
の
届
出
書
類

○
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

○
事
故
発
生
状
況
報
告
書

○
同
意
書

○
誓
約
書
（
相
手
方
）

▼
注
意
点

◇�

自
損
事
故
や
自
分
の
過
失
割

合
に
関
わ
ら
ず
、
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◇�

加
害
者
か
ら
既
に
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
国
民
健
康
保
険
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

◇�
無
免
許
運
転
や
飲
酒
運
転
な

ど
不
法
行
為
が
原
因
の
場

合
は
、
保
険
証
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

◇�

相
手
と
示
談
す
る
前
に
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
届
出
前

に
示
談
を
行
う
と
加
害
者

に
医
療
費
が
請
求
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◇�

仕
事
中
（
通
勤
途
中
を
含

む
）
の
傷
病
の
場
合
は
、

労
災
保
険
が
優
先
さ
れ
ま

す
の
で
、
国
民
健
康
保
険

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
！

�

感
染
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

　
長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者
（
組
合
員
、
家

族
）
全
員
を
対
象
に
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
費
用
の
補
助
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

　
長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
）
に
係
る
自
己
負
担
の

費
用
が
一
回
に
つ
き
、
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

致
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

　
当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

　
補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
は
、
七
月
三
十

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証

②�

予
防
接
種
の
費
用
と
分
か
る

領
収
書
及
び
明
細
書
等

③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

　
補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
補
助
対
象
期
間
》

　
今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
※

こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際
に
ワ

ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は

市
町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な

る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を

予
定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に

お
問
合
せ
下
さ
い
）

保
険
証
の
使
用
に
ご
注
意
を
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プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
開
催

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
思
い
出
話
に
花
が
咲
く

中
央
・
浦
上
総
支
部

中央総支部

　
組
合
で
は
、
七
十
歳
以
上
の

シ
ニ
ア
世
代
の
先
輩
組
合
員
を

対
象
に
「
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
」

と
し
て
懇
親
交
流
を
図
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
長
崎
地
区
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

で
は
、
十
一
月
に
入
り
コ
ロ
ナ

の
状
況
は
落
ち
着
い
て
き
て
は

お
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
も
あ
り
健

康
面
に
配
慮
し
、
昨
年
に
引
き

続
き
二
会
場
に
分
け
、
中
央
総

支
部
は
十
一
月
十
日
サ
ン
プ
リ

エ
ー
ル
で
、
浦
上
総
支
部
は
十

一
月
二
日
京
寿
司
で
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

「
元
気
や
っ
た
ね
～
。
や
っ
ぱ

り
大
勢
で
飲
む
と
は
楽
し
か

ね
」
と
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た

方
々
と
若
き
頃
の
思
い
出
話
な

ど
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
懇
親
の
場
が
少
し
ず
つ
緩
和

さ
れ
て
、
外
に
出
て
笑
顔
で
語

り
合
え
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

は
、
組
合
活
動
に
と
っ
て
も
良

い
事
と
語
り
な
が
ら
、
帰
り
際

に
は
来
年
の
開
催
と
再
会
を
約

束
し
合
い
、
両
懇
親
会
と
も
盛

会
裏
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

諫
早
支
部

　
諫
早
支
部
の
プ
ラ
チ
ナ
友
の

会
を
、
十
一
月
十
七
日
㈮
食
楽

亭
で
四
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
七
〇
歳
以
上
の
先

輩
組
合
員
の
方
々
と
、
本
部
役

員
合
わ
せ
て
二
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
中
村
支
部
長
と

石
田
副
委
員
長
が
主
催
者
を
代

表
し
て
の
挨
拶
。

　
村
山
先
輩
の
乾
杯
の
音
頭
で
、

懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
会
っ
た
方
々
と
若
き

頃
の
思
い
出
話
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
ん
と
今
回
の
プ
ラ
チ
ナ
友

の
会
に
は
、
諫
早
支
部
歴
代
の

支
部
長
が
五
名
も
参
加
す
る
と

い
う
珍
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
十
一
月
七
日
㈫
食
に
関
す
る

講
演
会
が
、
建
設
長
崎
本
部
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
県
下
各
地

よ
り
三
十
三
名
の
主
婦
会
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
山
形

会
長
、
佐
藤
委
員
長
の
挨
拶
を

受
け
た
後
、
加
工
食
品
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
中
戸
川
貢
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
「
食
を
考
え
る

健
康
講
座
」
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
食
品
添
加
物
の
人
工
甘

味
料
が
人
体
に
与
え
る
影
響
・

リ
ス
ク
等
の
解
説
、
コ
ン
ビ
ニ

食
や
外
食
な
ど
偏
っ
た
食
事
に

よ
る
ミ
ネ
ラ
ル
・
タ
ン
パ
ク
質

不
足
に
よ
る
新
型
栄
養
失
調
等

に
つ
い
て
、
実
際
の
商
品
名
も

出
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く

ご
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
主
婦

会
の
皆
様
に
と
て
も
好
評
で
し

た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
講
習
会
の

手
配
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

大
水
理
事
（
佐
世
保
中
央
支

部
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
馬
場
）

１ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10月 11月 12月
各
税
務
署
交
渉

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
調
査
者
講
習
（
24
日
～
25
日
）

各
支
部
旗
開
き
（
11
日
～
25
日
）

建
設
長
崎
新
春
旗
開
き
（
５
日
）

全
国
青
協
定
期
大
会
（
12
日
～
13
日
）

長
建
国
保
第
１
０
６
回
組
合
会
（
28
日
）

各
支
部
賃
金
委
員
会
（
９
日
～
24
日
）

所
得
税
申
告
受
付
（
１
日
～
28
日
）

確
定
申
告
書
一
括
提
出

建
設
業
許
可
変
更
届
受
付

３
・
23
総
決
起
集
会
（
23
日
）

消
費
税
申
告
受
付
（
15
日
～
24
日
）

桜
町
事
務
所
引
越
し

統
一
地
方
選
挙

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）（
23
日
）

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
調
査
者
講
習
（
17
日
～
18
日
）

九
地
協
青
年
部
交
流
集
会
（
14
日
～
15
日
）

労
働
保
険
年
度
更
新
受
付
（
９
日
～
６
月
13
日
）

長
崎
地
区
メ
ー
デ
ー
（
１
日
）

青
年
部
大
会
（
21
日
）

全
国
主
婦
交
流
会
（
15
日
～
16
日
）

九
地
協
企
業
交
渉
（
７
日
～
８
日
）

長
建
国
保
保
険
証
更
新
（
郵
送
）

全
建
総
連
予
算
要
求
総
決
起
大
会
（
７
日
）

長
建
国
保
第
１
０
７
回
組
合
会
（
31
日
）

中
小
建
設
業
協
会
第
11
回
定
期
総
会
（
20
日
）

建
設
長
崎
第
78
回
定
期
大
会
（
16
日
）

全
国
青
協
交
流
集
会
（
９
日
～
10
日
）

主
婦
会
総
会
（
５
日
）

各
支
部
大
会
（
24
日
～
９
月
21
日
）

建
設
長
崎
慰
霊
祭
（
８
日
）

広
島
建
労
慰
霊
祭
（
５
日
）

全
建
総
連
青
年
技
能
競
技
大
会
（
16
日
～
18
日
）

足
場
の
作
業
主
任
講
習
会
（
30
日
～
10
月
１
日
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
ス
タ
ー
ト
（
１
日
～
）

建
設
長
崎
運
動
会
（
29
日
）

全
建
総
連
第
64
回
定
期
大
会
（
25
日
～
27
日
）

諫
早
市
長
要
請
行
動
（
10
日
）

県
央
振
興
局
要
請
行
動
（
10
日
）

各
地
区
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会

全
国
青
協
幹
部
会
議
（
19
日
～
20
日
）

全
建
総
連
予
算
要
求
総
決
起
集
会
（
17
日
）

長
崎
市
長
要
請
行
動
（
13
日
）

長
崎
・
県
央
地
区
労
働
安
全
推
進
大
会
（
８
日
）

主
婦
会
講
習
会
（
７
日
）

県
知
事
要
請
行
動
（
１
日
）

仕
事
納
め
（
28
日
）

福
岡
国
税
局
交
渉
（
20
日
）

増
改
築
相
談
員
研
修
会
（
17
日
）

2 0 2 3 年 の 主 な 出 来 事

本部主婦会「食を考える講演会」開催

中戸川　貢 氏

浦上総支部

諫早支部
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